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「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
形
式
　
―
往
生
伝
と
の
か
か
わ
り
に
お
い
て
―
山
口
康
子
　
　
　
　
　
　
一
、
序
　
平
安
時
代
に
次
々
と
成
立
し
た
往
生
伝
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
は
、
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
に
深
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
頃
成
立
と
考
え
ら
れ
る
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
は
、
長
久
年
間
（
一
〇
四
〇
～
四
三
）
成
立
の
「
法
華
験
記
」
に
継
承
さ
れ
、
更
に
こ
の
両
書
は
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
に
書
承
さ
れ
た
唯
、
）
巻
十
五
は
「
本
朝
付
仏
法
」
と
題
さ
れ
、
往
生
潭
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
説
話
配
列
に
お
い
て
も
こ
の
賢
主
、
と
り
わ
け
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
の
配
列
法
に
な
ら
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
若
干
の
配
列
順
移
動
が
あ
り
、
そ
こ
に
「
今
昔
物
語
集
」
編
者
の
独
自
の
配
列
意
識
を
み
よ
う
と
す
る
論
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
「
今
昔
」
編
者
が
巻
十
五
の
構
成
に
際
し
て
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
所
収
説
話
を
大
量
に
使
用
し
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
「
ほ
と
ん
ど
日
本
往
生
極
楽
記
や
法
華
験
記
の
焼
き
直
し
で
、
作
者
の
奔
放
な
空
想
は
な
い
。
」
（
長
野
嘗
一
「
日
本
古
典
全
書
・
今
昔
物
語
」
頭
注
・
朝
日
新
聞
社
）
と
い
わ
れ
、
原
話
離
れ
し
た
説
話
の
存
在
も
明
ら
か
な
が
ら
、
概
し
て
い
え
ば
、
原
話
の
「
焼
き
直
し
」
、
そ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
　
　
ゆ
え
の
類
型
化
を
認
め
る
の
が
大
か
た
の
見
解
で
あ
る
。
　
「
今
昔
」
編
者
が
巻
十
五
を
往
生
説
話
篇
と
し
て
構
成
し
よ
う
と
し
た
時
、
往
生
伝
の
起
点
た
る
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
を
前
に
、
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
文
飾
を
行
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
変
体
漢
文
の
原
典
に
よ
っ
て
得
た
情
報
・
知
識
を
漢
字
片
仮
名
交
り
の
、
い
わ
ゆ
る
片
仮
名
宣
命
体
の
文
章
に
書
き
改
め
て
ゆ
く
場
合
・
単
な
る
訓
み
下
し
文
に
直
す
の
で
な
い
限
り
、
「
今
昔
」
編
述
者
の
執
筆
姿
勢
が
、
筆
癖
と
い
わ
れ
る
程
度
に
せ
よ
現
わ
れ
る
の
が
当
然
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
と
も
「
今
昔
」
は
七
十
五
に
限
り
、
単
な
る
翻
訳
文
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
。
　
今
、
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
「
今
昔
物
語
集
」
の
文
章
の
特
徴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
直
接
話
法
引
用
形
式
に
関
し
て
、
原
典
の
変
体
漢
文
体
と
の
か
か
わ
り
を
、
次
の
よ
う
に
整
理
し
て
比
較
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●
1234
■
　
「
今
昔
物
語
集
」
さ
れ
る
。
巻
十
五
と
日
本
往
生
極
楽
記
（
極
心
と
略
す
る
場
合
も
あ
る
）
と
の
比
較　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
五
と
法
華
験
記
（
験
記
と
略
す
る
場
合
も
あ
る
）
と
の
比
較
巻
十
五
と
極
記
・
験
記
、
三
書
共
通
説
話
の
比
較
巻
十
五
の
出
典
未
詳
話
に
お
け
る
直
接
話
法
引
用
形
式
　
　
　
　
　
の
独
創
性
は
そ
の
物
語
性
に
あ
る
と
黒
部
通
善
氏
は
主
張
（
注
4
）
　
出
典
文
献
の
表
現
を
直
接
話
法
引
用
形
式
の
対
比
に
お
い
て
検
討
長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究
報
告
　
第
4
2
号
　
1
～
1
6
（
一
九
九
こ
山
　
　
口
　
　
康
　
　
子
2
し
た
上
で
、
「
今
昔
」
の
独
創
性
の
面
も
明
ら
か
に
し
た
い
。
　
テ
キ
ス
ト
は
そ
れ
ぞ
れ
「
今
昔
物
語
集
」
は
「
日
本
古
典
文
字
大
系
」
（
底
本
・
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
）
、
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
は
「
群
書
類
從
巻
六
十
六
」
（
第
五
輯
・
続
群
書
類
從
完
成
会
）
、
「
法
華
験
記
」
は
、
「
績
群
書
類
二
四
第
百
九
十
四
」
（
第
八
輯
上
・
続
群
書
類
從
完
成
会
）
を
使
用
し
、
説
話
番
号
は
テ
キ
ス
ト
目
録
、
「
往
生
極
楽
記
」
に
つ
い
て
は
通
説
に
従
う
。
　
　
　
　
　
　
二
、
対
象
説
話
の
分
類
　
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
が
取
り
入
れ
た
記
」
の
説
話
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
表
1
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
「
法
華
験
今
昔
巻
1
5
説
話
番
号
人
物
－
身
分
・
居
所
極
記
説
話
番
号
験
記
説
話
番
号
1
智
光
i
三
輪
宗
元
興
寺
学
匠
10
2
澄
海
（
隆
海
）
1
三
輪
宗
元
興
寺
権
律
師
5
3
明
祐
－
律
宗
東
大
寺
律
師
（
戒
壇
和
上
）
8
4
清
源
（
済
源
）
三
輪
宗
薬
師
寺
権
小
僧
都
（
9
）
5
成
意
－
比
叡
山
定
心
院
十
禅
師
11
6
僧
某
1
　
（
比
叡
山
）
12
7
兼
算
－
梵
釈
寺
十
禅
師
13
8
尋
静
－
比
叡
山
樗
厳
院
十
禅
師
（
横
川
）
14
9
春
岡
i
比
叡
山
定
心
院
十
禅
師
15
10
明
請
（
明
清
）
1
　
（
比
叡
山
）
19
11
仁
慶
－
比
叡
山
西
塔
中
5
2
12
至
妙
－
横
川
中
5
1
13
真
頼
－
石
山
20
14
観
幸
－
醍
醐
入
寺
15
長
増
－
比
叡
山
16
千
観
－
延
暦
寺
伝
燈
大
法
師
位
18
17
平
珍
一
法
廣
寺
24
18
増
祐
－
如
意
寺
25
19
玄
海
一
陸
奥
国
小
松
寺
26
上
1
2
20
薬
蓮
－
信
濃
国
如
法
寺
28
21
広
道
－
大
日
寺
21
下
㎜
22
菩
提
講
聖
人
－
雲
林
院
23
迎
講
聖
人
－
丹
後
国
（
下
8
4
）
24
・
千
日
講
聖
人
－
鎮
西
25
修
行
僧
樹
上
人
－
摂
津
国
23
26
勝
如
　
教
信
－
播
磨
国
賀
古
駅
22
27
明
清
　
北
山
餌
取
法
師
（
1
9
）
（
上
6
）
28
鎮
西
餌
取
法
師
中
7
3
29
尋
寂
i
加
賀
国
下
9
0
30
薬
延
一
美
濃
国
下
9
4
31
真
覚
－
比
叡
山
入
道
27
32
尋
祐
一
河
内
国
入
道
29
33
源
憩
35
34
高
階
良
臣
一
宮
内
卿
正
四
下
33
下
…
…
35
高
階
成
順
一
筑
前
守
正
五
下
下
9
5
3
36
光
孝
天
皇
孫
娘
30
37
寛
忠
姉
尼
31
38
好
書
一
伊
韓
国
32
39
源
信
母
尼
40
釈
妙
－
叡
桓
聖
人
母
下
9
9
41
流
浪
尼
一
鎮
西
筑
前
国
4
2
4
3
藤
原
義
孝
－
春
宮
亮
右
少
将
従
五
下
膨
雅
通
一
丹
波
守
中
宮
町
正
四
下
34
下
軒
下
㎜
44
越
智
益
躬
－
伊
豫
国
36
下
m
45
藤
原
仲
遠
－
越
中
前
司
下
…
…
46
阿
武
大
夫
i
長
門
国
下
9
7
47
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
造
悪
業
人
48
伴
彦
真
妻
－
近
江
守
妻
37
49
小
野
喬
木
女
－
右
大
弁
藤
原
佐
世
一
38
50
女
弟
子
藤
原
氏
39
51
三
三
－
伊
勢
国
飯
高
郡
41
52
加
賀
の
女
－
加
賀
国
42
53
女
弟
子
息
長
氏
－
近
江
国
坂
田
郡
40
54
従
童
滝
丸
－
仁
和
寺
観
峰
威
儀
師
従
童
表
中
（
）
は
、
異
伝
と
考
え
ら
れ
る
も
の
　
表
1
に
明
ら
か
な
と
お
り
、
「
今
昔
」
巻
十
五
が
取
り
こ
ん
だ
「
極
記
」
の
説
話
は
、
1
0
5
8
㈲
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
9
2
0
1
8
2
4
2
5
2
6
2
8
2
1
2
3
2
2
⑲
2
7
2
9
3
5
3
3
3
0
31
R2
R4
R6
R7
R8
R9
S1
S2
S0
ﾌ
計
三
五
話
。
う
ち
9
・
1
9
の
二
話
は
同
一
人
物
の
説
話
で
は
あ
る
が
出
典
と
は
考
え
に
く
い
異
伝
で
あ
る
。
若
干
の
出
入
り
は
あ
る
も
の
の
、
大
む
ね
「
極
記
」
の
流
れ
に
従
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
諸
家
の
説
か
れ
る
と
お
り
一
目
瞭
然
と
い
え
よ
う
。
　
又
、
「
験
記
」
に
お
い
て
は
、
中
5
2
・
中
5
1
・
上
1
2
・
下
0
2
・
謝
・
却
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
く
　
　
く
・
中
7
3
・
下
9
0
・
下
9
4
・
下
0
1
・
下
9
5
・
下
9
9
・
下
0
3
・
下
0
2
・
下
1
1
・
下
0
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
凸
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
」
■
■
　
　
　
　
　
　
　
－
署
ム
・
下
9
7
の
計
一
七
話
で
あ
り
、
う
ち
下
8
4
・
上
6
の
二
話
が
異
訓
で
あ
る
。
　
三
書
に
共
通
の
説
話
は
、
「
今
昔
」
の
説
話
番
号
順
に
「
今
昔
」
「
極
記
」
「
験
記
」
の
説
話
番
号
を
対
比
し
、
人
物
名
も
あ
げ
て
み
よ
う
。
19
P
2
6
1
上
1
2
　
　
　
　
　
　
21
P
2
1
1
下
2
　
　
　
　
　
1
1
34
P
3
3
1
下
0
　
　
　
　
　
3
1
42
P
3
4
1
下
0
　
　
　
　
　
1
1
44
|
3
6
1
下
1
　
　
　
　
　
1
　
計
五
話
が
見
出
せ
る
が
、
と
な
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
　
次
に
「
今
昔
」
の
出
典
未
詳
説
話
は
、
ω
1
4
1
5
2
2
㈱
　
2
4
　
⑳
3
9
4
1
4
7
5
4
の
計
一
伝
が
見
出
せ
る
。
「
極
記
」
「
験
記
」
他
の
往
生
記
あ
る
い
は
説
話
集
に
同
話
類
話
と
見
な
さ
れ
る
説
話
が
存
す
る
も
の
を
除
く
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
「
今
昔
物
語
集
」
の
単
独
説
話
と
見
な
さ
れ
る
も
の
は
、
2
4
語
（
鎮
西
で
千
日
講
を
行
っ
た
聖
人
）
、
4
1
語
（
鎮
西
筑
前
国
の
放
浪
尼
）
、
5
4
語
（
仁
和
寺
の
観
峯
威
儀
師
の
從
童
）
の
三
話
の
み
で
あ
る
。
玄
海
広
道
高
階
良
臣
藤
原
義
孝
越
智
益
躬
　
「
極
記
」
「
験
記
」
の
い
ず
れ
が
「
今
昔
」
の
典
拠
　
　
　
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
　
　
　
　
　
　
異
汗
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
含
め
て
　
　
　
　
　
一
話
あ
り
、
4
・
2
3
・
2
7
の
三
話
は
異
　
　
　
　
に
は
同
話
類
話
は
見
出
せ
な
い
も
の
の
、
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
形
式
山
　
　
口
　
　
康
　
　
子
4
　
以
上
の
検
討
の
結
果
、
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
所
収
の
計
五
四
語
を
次
の
四
群
に
整
理
し
、
「
今
昔
」
説
話
番
号
で
示
す
。
　
A
満
目
「
今
昔
」
「
心
忙
し
共
通
話
－
計
二
八
話
　
　
1
2
3
5
6
7
8
9
1
0
1
3
1
6
1
7
1
8
2
0
2
5
2
6
3
1
3
2
3
3
3
6
3
7
3
8
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2
5
3
　
B
群
H
「
今
昔
」
「
験
記
」
共
通
話
－
計
一
〇
話
　
　
1
2
8
9
0
5
0
3
5
6
1
1
2
2
3
3
4
4
4
4
　
C
群
H
「
今
昔
」
「
極
記
」
「
験
記
」
共
通
話
－
計
五
話
　
　
0
ゾ
ー
4
9
自
0
0
　
　
1
9
白
3
4
4
D
群
1
1
「
詳
記
」
「
験
記
」
に
共
通
話
の
な
い
話
－
計
二
話
　
）
4
5
2
⇒
4
の
9
1
7
4
　
4
　
（
1
1
2
¢
2
⑫
3
4
4
5
　
　
　
0
で
示
し
た
、
異
伝
と
考
え
ら
れ
る
説
話
に
つ
い
て
は
、
　
　
　
格
上
、
共
通
話
の
な
い
説
話
の
中
に
含
め
て
考
察
す
る
。
問
題
の
性
　
　
　
　
　
　
三
、
「
今
昔
」
「
極
記
」
の
比
較
　
巻
十
五
の
計
5
4
話
の
半
数
強
を
占
め
る
A
群
二
八
話
を
検
討
す
る
。
ま
ず
本
文
を
対
比
し
て
提
示
し
よ
う
。
巻
頭
第
一
語
を
例
に
と
っ
て
考
察
す
る
。
元
興
寺
智
光
頼
光
往
生
語
第
一
語
　
今
昔
、
元
興
寺
二
智
光
・
頼
光
ト
云
フ
聖
人
ノ
筆
生
有
ヶ
リ
。
年
来
、
此
ノ
ニ
人
ノ
人
、
同
ジ
房
二
住
テ
華
年
ス
ル
ニ
、
頼
光
、
漸
ク
老
月
至
ル
マ
デ
解
怠
弛
シ
學
問
ヲ
モ
不
為
ズ
、
物
品
フ
事
モ
元
ク
シ
テ
、
常
二
安
詳
凋
。
智
光
ハ
、
心
二
智
ノ
深
”
ッ
葱
二
學
問
ヲ
好
テ
、
執
事
元
キ
學
生
ト
成
ヌ
。
　
而
ル
間
、
頼
光
、
既
二
死
ヌ
。
其
ノ
後
、
智
光
、
此
レ
ヲ
歎
テ
云
ク
、
①
「
頼
光
ハ
、
此
レ
、
多
年
ノ
親
シ
キ
友
也
。
而
ル
ニ
、
年
来
、
物
云
フ
事
元
ク
、
學
問
不
為
畝
シ
常
二
寝
林
旬
死
テ
後
、
何
耐
量
ヲ
ヵ
受
込
ー
フ
ム
、
善
悪
、
更
二
難
知
シ
」
ト
。
三
白
ク
思
歎
キ
テ
、
二
一
二
月
許
、
②
「
頼
光
ノ
生
タ
ラ
ム
所
ヲ
知
博
ム
」
心
二
祈
念
誘
智
光
、
夢
二
⑤
（
頼
光
ノ
有
ル
所
二
至
ヌ
。
見
レ
バ
、
其
ノ
所
ノ
症
嚴
微
妙
知
シ
浄
土
二
業
タ
リ
。
智
光
、
此
レ
ヲ
佐
ム
デ
、
頼
光
二
言
調
列
、
③
「
此
レ
、
何
ナ
ル
所
ゾ
」
ト
。
頼
光
、
智
司
、
④
「
此
レ
ハ
極
楽
也
。
汝
ガ
［
厭
目
］
依
テ
、
我
レ
、
生
所
ヲ
示
ス
也
。
早
ク
返
り
可
去
シ
。
此
レ
、
汝
が
所
居
二
［
口
］
」
。
智
光
ノ
翻
、
⑥
「
我
レ
、
　
㊨
「
専
二
浄
土
二
生
ゆ
ム
」
願
フ
心
有
リ
、
何
ノ
十
返
キ
」
。
頼
光
ノ
劃
列
、
⑥
「
汝
ヂ
、
行
業
元
シ
、
暫
ク
モ
此
二
不
可
留
ズ
」
ト
。
智
光
ノ
云
ク
、
⑦
「
汝
自
生
タ
リ
シ
時
、
勤
ル
所
元
物
％
何
ゾ
、
此
所
二
生
陣
馳
」
頼
光
誉
テ
云
ク
、
⑧
「
不
知
ズ
ヤ
、
我
レ
ハ
、
往
生
ノ
因
縁
有
ル
ニ
依
テ
、
此
ノ
所
二
生
タ
ル
也
。
我
レ
、
昔
シ
、
諸
ノ
経
論
ヲ
披
キ
見
テ
、
極
樂
二
生
レ
ム
事
ヲ
願
ヒ
キ
。
此
レ
ヲ
深
ク
思
詑
シ
依
テ
、
物
云
フ
事
元
物
二
四
ノ
威
儀
ノ
中
二
十
弥
陀
ノ
相
好
・
浄
土
ノ
症
嚴
ヲ
観
ジ
テ
、
他
ノ
思
ヒ
元
砂
シ
静
ヵ
二
極
汐
リ
也
。
年
来
、
其
ノ
功
積
リ
テ
、
今
、
此
ノ
土
二
来
レ
ル
也
。
汝
ハ
、
法
文
ヲ
箆
シ
テ
其
ノ
「
極
記
」
第
一
〇
話
元
興
寺
智
光
頼
光
爾
僧
。
從
二
少
年
時
一
同
室
修
學
。
頼
光
及
二
審
年
一
興
レ
人
不
レ
語
。
似
レ
有
レ
所
レ
失
。
智
光
霊
告
問
之
。
都
田
レ
所
レ
答
。
敷
年
之
後
。
頼
光
入
滅
。
智
光
自
二
日
。
①
「
頼
光
者
是
多
年
親
友
也
。
頃
年
無
二
言
語
一
三
二
行
法
一
徒
労
逝
去
。
黒
帯
之
庭
。
善
悪
難
レ
知
」
。
二
三
月
間
。
至
心
祈
念
。
智
光
夢
⑤
（
到
二
頼
光
所
。
一
見
之
似
二
浄
土
」
闘
。
③
「
是
何
虚
乎
」
。
割
司
。
④
「
北
極
樂
也
。
以
二
汝
懇
志
一
示
二
我
生
虚
一
也
。
早
可
二
蹄
去
一
霞
非
二
汝
等
ワ
居
。
」
智
光
，
日
。
⑤
「
心
願
レ
㊧
『
生
二
浄
土
一』
ｽ
耶
」
。
頼
光
前
日
。
⑥
「
汝
無
二
行
業
。
一
毫
レ
可
二
言
留
」
」
重
問
副
。
⑦
「
汝
生
前
無
レ
所
レ
行
。
何
得
レ
生
二
塵
土
一
尉
。
」
累
日
。
⑧
「
測
不
レ
知
日
我
往
生
因
縁
一
乎
。
我
直
披
二
見
経
論
一
再
レ
生
二
極
樂
一
盛
隊
舎
義
理
ヲ
悟
テ
智
恵
朗
ヵ
也
ト
云
私
下
心
散
乱
シ
テ
、
善
根
微
少
也
。
然
レ
バ
、
未
ダ
浄
土
ノ
業
因
ヲ
不
殖
ズ
」
ト
。
智
光
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
泣
キ
悲
ム
デ
、
甥
列
、
⑨
「
然
う
バ
、
何
ヲ
以
テ
ヵ
、
決
定
シ
テ
往
生
ヲ
可
得
キ
」
ト
。
頼
光
ノ
云
ク
、
⑩
「
其
ノ
事
、
我
レ
、
誉
コ
ル
不
能
ズ
。
然
レ
パ
、
阿
弥
陀
佛
二
間
ヒ
可
奉
シ
」
ト
云
テ
、
即
チ
、
智
光
ヲ
引
テ
、
二
二
佛
ノ
御
前
二
重
ヅ
。
　
智
光
、
佛
二
十
ヒ
奉
テ
、
掌
ヲ
融
解
礼
拝
シ
テ
佛
二
堵
、
⑪
「
何
ナ
ル
善
根
ヲ
較
量
ア
此
ノ
土
二
生
ル
、
事
ヲ
可
得
キ
。
願
ク
ハ
、
此
レ
ヲ
教
へ
給
へ
」
ト
。
佛
、
智
光
二
告
テ
宣
ハ
ク
、
⑫
「
佛
ノ
相
好
・
浄
土
ノ
症
嚴
ヲ
可
観
シ
」
ト
。
智
光
ノ
咽
、
⑬
「
此
ノ
土
ノ
砂
書
、
微
妙
廣
博
知
ッ
心
・
眼
ノ
悪
所
日
栄
ズ
。
厨
夫
ノ
心
二
、
何
ヵ
此
レ
ヲ
観
団
肱
」
其
ノ
時
二
、
佛
、
即
チ
右
ノ
手
ヲ
畢
テ
、
、
掌
ノ
中
二
小
サ
キ
浄
土
ヲ
現
ジ
給
フ
）
ト
見
テ
、
夢
畳
ヌ
。
忽
二
維
師
ヲ
呼
テ
、
夢
二
見
ル
所
ノ
佛
ノ
掌
ノ
中
ノ
小
浄
土
ノ
相
ヲ
令
鳥
メ
テ
、
一
生
ノ
間
、
此
迄
観
ジ
テ
、
智
光
、
亦
、
遂
二
往
生
ヲ
得
騎
・　
其
ノ
後
、
其
ノ
房
ヲ
パ
極
赤
房
ト
名
付
テ
、
其
ノ
爲
セ
ル
給
田
ヲ
係
テ
、
其
ノ
前
知
シ
念
佛
ヲ
唱
へ
講
ヲ
行
フ
事
、
干
今
不
絶
ズ
。
心
有
一
フ
バ
、
必
ズ
可
礼
奉
キ
給
像
也
計
ナ
語
り
傅
胚
タ
ト
ヤ
。
之
。
知
レ
不
二
容
易
一
塩
皇
考
二
人
事
一
絶
三
言
語
一
四
威
儀
中
。
唯
観
二
彌
陀
相
好
浄
土
荘
二
一
多
年
積
レ
功
。
今
縷
來
也
。
汝
身
意
訳
齪
。
善
根
微
少
。
未
レ
足
レ
爲
二
浄
土
業
因
一
」
智
光
自
聞
二
斯
言
一
悲
泣
不
レ
休
。
重
器
。
⑨
「
何
爲
決
定
耶
レ
得
二
往
生
」
」
頼
光
副
。
⑩
「
可
レ
問
二
即
智
」
」
群
論
早
智
光
一
共
詣
二
二
些
里
智
光
頭
面
禮
拝
白
レ
虚
言
。
⑪
「
得
下
修
二
何
善
一
生
中
此
浄
土
r
」
佛
告
二
智
光
一
日
。
⑫
「
可
レ
観
二
佛
相
好
浄
土
荘
嚴
」
」
智
光
日
。
⑬
「
此
土
車
嚴
微
妙
廣
博
心
眼
不
レ
及
。
凡
夫
短
慮
何
得
レ
観
之
。
」
佛
即
學
二
右
手
一
直
掌
中
現
二
小
浄
土
一
）
智
光
夢
畳
。
忽
命
二
書
工
一
令
レ
圖
二
夢
所
レ
卸
量
浄
土
相
一
一
生
観
之
終
得
二
往
生
一
云
云
。
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「
今
昔
」
第
一
話
に
は
、
直
接
話
法
引
用
形
式
が
、
文
中
①
～
⑬
、
引
用
さ
れ
て
い
る
会
話
文
中
の
引
用
形
式
、
二
重
引
用
，
⑤
、
夢
の
引
用
⑤
の
如
く
単
純
に
加
算
し
て
計
一
五
例
、
見
出
さ
れ
る
。
引
用
形
式
⑤
の
中
に
含
み
こ
ま
れ
る
二
重
引
用
，
⑤
、
お
よ
び
引
用
形
式
③
～
⑬
を
す
べ
て
括
り
こ
ん
で
い
る
夢
の
引
用
⑤
は
別
に
示
す
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
、
①
～
⑬
の
引
用
形
式
を
対
照
し
て
示
す
。
①
・
智
光
此
レ
ヲ
歎
テ
云
ク
「
頼
光
ハ
此
レ
多
年
ノ
親
シ
キ
友
也
。
而
ル
ニ
年
　
　
来
物
云
フ
事
蹟
ク
、
学
問
不
為
ズ
シ
テ
常
二
寝
タ
リ
テ
、
死
テ
後
、
何
ナ
　
　
ル
報
ヲ
カ
受
タ
ラ
ム
、
善
悪
更
二
難
知
シ
」
ト
。
（
今
昔
）
　
・
智
光
自
歎
日
「
頼
光
者
是
多
年
親
友
也
。
頃
年
無
言
語
。
無
行
法
。
徒
以
　
　
逝
去
。
貫
生
之
塵
。
善
悪
難
知
。
」
（
極
記
）
　
　
　
両
書
の
直
接
話
法
引
用
形
式
を
対
応
し
て
示
し
、
引
用
動
詞
に
H
H
を
　
　
　
付
し
、
「
今
昔
」
文
中
に
、
「
験
記
」
に
同
じ
語
句
の
存
す
る
箇
所
i
、
　
　
　
「
極
記
」
と
は
表
現
内
容
は
同
じ
な
が
ら
若
干
表
現
の
異
な
る
箇
所
…
　
　
　
…
と
傍
線
を
付
し
た
。
「
極
記
」
に
は
な
く
「
今
昔
」
編
述
者
の
付
加
　
　
　
部
分
は
無
記
号
で
あ
る
。
②
・
如
此
ク
瓜
田
キ
テ
、
壬
二
月
許
「
頼
光
ノ
生
タ
ラ
ム
所
ヲ
知
ラ
ム
」
ト
d
　
　
二
祈
念
ス
ル
ニ
、
（
今
昔
）
　
・
二
三
月
間
。
至
心
祈
念
。
（
翌
翌
・
該
当
部
分
に
直
接
話
法
な
し
。
）
③
・
智
光
此
レ
ヲ
佐
ム
デ
頼
光
二
間
テ
云
ク
「
此
レ
何
ナ
ル
所
ゾ
」
ト
。
（
今
　
　
昔
）
　
・
二
日
「
是
何
塵
乎
。
」
（
極
記
）
④
・
頼
光
答
テ
云
ク
「
此
レ
ハ
極
楽
也
。
劉
［
］
依
テ
我
レ
生
所
ヲ
示
ス
　
　
劃
。
早
ク
返
り
可
去
シ
。
此
レ
汝
が
重
点
二
［
］
」
。
（
今
昔
）
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
形
式
山
　
　
口
　
　
康
　
　
子
6
　
・
答
日
「
是
極
楽
也
。
以
西
懇
志
自
我
重
三
也
。
早
可
蹄
去
。
土
非
立
所
居
。
」
　
　
（
極
記
）
　
　
　
「
極
記
」
の
文
章
と
対
応
す
る
と
、
「
今
昔
」
の
二
箇
所
の
欠
字
が
、
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
「
懇
志
」
「
非
ズ
」
が
該
当
す
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⑤
・
智
光
ノ
到
列
「
劉
，
⑥
『
専
二
浄
土
二
生
レ
ム
』
ト
馴
列
心
有
り
、
側
，
　
　
ノ
可
返
キ
」
。
（
今
昔
）
　
・
智
光
日
「
我
願
生
浄
土
何
耶
。
」
（
極
記
）
⑥
・
頼
光
ノ
云
ク
「
汝
ヂ
行
業
元
シ
、
暫
ク
モ
此
二
不
可
留
ズ
」
ト
。
（
今
昔
）
　
・
頼
光
答
日
「
汝
無
行
業
。
不
可
暫
留
。
」
（
極
記
）
・
⑦
・
智
光
ノ
云
ク
「
汝
ハ
生
タ
リ
シ
時
、
勤
ル
所
元
ヵ
リ
キ
。
何
ゾ
此
所
二
生
　
　
タ
ル
」
ト
。
（
今
昔
）
　
・
重
釜
日
「
汝
生
前
無
所
行
。
何
得
生
此
土
乎
。
」
（
極
記
）
⑧
・
頼
光
答
テ
云
ク
　
　
ニ
生
タ
ル
也
。
　
　
劉
。
「
不
知
ズ
ヤ
、
我
レ
ハ
往
生
ノ
因
縁
有
ル
ニ
依
テ
此
ノ
所
　
　
　
我
レ
昔
シ
諸
ノ
経
論
ヲ
披
キ
見
テ
極
楽
二
生
レ
ム
事
ヲ
願
此
レ
ヲ
深
ク
思
ヒ
シ
ニ
依
テ
物
云
フ
事
元
カ
リ
キ
。
四
ノ
威
儀
ノ
　
　
中
二
只
弥
陀
ノ
相
好
・
浄
土
ノ
症
嚴
ヲ
観
ジ
テ
他
ノ
思
ヒ
元
ク
シ
テ
静
カ
　
　
ニ
詩
客
リ
シ
也
。
年
来
其
ノ
心
積
リ
テ
今
此
許
七
，
高
来
レ
ル
也
。
剃
法
　
　
文
ヲ
毘
シ
テ
其
ノ
義
理
ヲ
悟
テ
智
恵
朗
力
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
心
散
乱
シ
テ
　
　
善
根
微
少
也
。
然
レ
バ
、
未
ダ
浄
土
ノ
業
因
ヲ
不
殖
ズ
」
ト
。
（
今
昔
）
　
・
答
日
「
汝
不
知
我
往
生
因
縁
乎
。
我
昔
披
見
経
論
。
欲
生
極
楽
。
内
宮
思
　
　
之
。
知
不
容
易
。
是
以
捨
人
事
絶
言
語
。
四
威
儀
中
。
唯
観
弥
陀
相
好
浄
　
　
土
荘
嚴
。
多
年
積
功
。
目
縁
来
演
。
汝
身
意
散
乱
。
善
根
微
少
。
日
足
爲
　
　
浄
土
業
因
。
」
（
読
響
）
⑨
・
智
光
此
レ
ヲ
聞
テ
泣
キ
悲
ム
デ
問
テ
云
ク
「
然
う
バ
何
ヲ
以
テ
カ
決
定
シ
　
　
テ
往
生
ヲ
可
得
キ
」
ト
。
（
今
昔
）
　
・
智
光
自
聞
斯
言
。
非
泣
不
休
。
重
翌
日
「
何
爲
決
定
可
得
往
生
。
」
（
極
記
）
⑩
・
頼
光
ノ
云
ク
「
其
ノ
事
我
レ
答
フ
ル
ニ
不
能
ズ
。
然
レ
バ
、
阿
弥
陀
佛
二
　
　
間
ヒ
可
奉
シ
」
ト
云
テ
、
（
今
昔
）
　
・
頼
光
日
「
可
動
於
佛
。
」
（
極
記
）
⑪
・
智
光
佛
二
向
ヒ
奉
テ
掌
ヲ
平
戸
テ
礼
拝
シ
テ
佛
二
白
シ
テ
言
サ
ク
「
何
ナ
　
　
ル
善
根
ヲ
修
シ
テ
カ
此
ノ
土
二
生
ル
・
事
ヲ
可
得
キ
。
願
ク
ハ
此
レ
ヲ
　
　
教
へ
給
へ
し
ト
。
（
今
昔
）
　
・
智
光
頭
面
礼
拝
白
丁
言
。
「
得
修
何
善
生
霊
浄
土
。
」
（
極
記
）
⑫
・
佛
智
光
二
告
テ
宣
ハ
ク
「
佛
ノ
相
好
・
浄
土
ノ
症
嚴
ヲ
可
観
シ
」
ト
。
（
今
　
　
昔
）
　
・
佛
告
智
光
日
「
可
観
佛
相
好
浄
土
荘
嚴
。
」
（
極
記
）
⑬
・
智
光
ノ
申
サ
ク
「
此
ノ
土
ノ
症
嚴
微
妙
広
博
ニ
シ
テ
心
・
眼
ノ
届
書
二
二
　
　
ズ
。
凡
夫
ノ
心
二
幅
力
士
レ
ヲ
観
ゼ
ム
」
ト
。
（
今
昔
）
　
・
智
光
日
「
此
土
荘
嚴
微
妙
広
博
心
眼
不
及
。
凡
夫
短
慮
詩
思
観
望
。
」
（
極
　
　
記
）
　
こ
の
計
＝
二
例
を
検
討
す
る
と
、
「
今
昔
」
編
者
は
「
極
記
」
の
本
文
を
忠
実
に
漢
字
片
仮
名
交
り
文
に
訓
み
下
し
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
整
理
し
て
示
し
、
大
方
の
傾
向
を
確
め
よ
う
。
ω
引
用
動
詞
に
つ
い
て
（
用
例
は
①
～
⑬
の
番
号
で
示
す
。
）
　
㈲
「
今
昔
」
・
「
極
記
」
が
完
全
に
一
致
す
る
例
　
　
①
（
歎
テ
云
ク
ー
歎
日
）
③
（
問
テ
云
ク
一
問
日
）
④
（
答
テ
云
ク
ー
答
　
　
日
）
⑤
（
云
ク
ー
日
）
⑧
（
答
テ
云
ク
ー
懸
守
）
⑨
（
問
テ
云
ク
ー
平
日
）
　
　
⑩
（
云
ク
ー
日
）
⑪
（
佛
二
白
シ
テ
言
サ
ク
i
白
佛
言
）
⑫
（
佛
智
光
二
　
　
告
テ
宣
ハ
ク
i
佛
告
智
光
日
）
　
　
　
⑪
⑫
の
例
な
ど
は
原
典
を
机
辺
に
置
い
て
書
き
下
し
文
に
直
し
た
こ
と
7
　
　
　
が
明
ら
か
と
い
え
よ
う
。
　
㈲
「
今
昔
」
・
「
極
記
」
に
ず
れ
の
あ
る
例
（
引
用
形
式
と
し
て
は
一
致
　
　
し
て
い
る
）
　
　
⑥
（
云
ク
ー
答
日
）
⑦
（
云
ク
ー
重
本
日
）
⑬
（
申
サ
ク
ー
日
）
　
ω
「
今
昔
」
に
の
み
引
用
動
詞
の
あ
る
例
　
　
②
（
思
歎
キ
テ
ー
「
極
記
」
に
は
引
用
動
詞
な
し
）
　
㈲
㈲
　
は
引
用
動
詞
と
し
て
は
届
書
重
な
り
合
っ
て
問
題
が
な
い
。
従
っ
て
　
思
惟
動
詞
に
よ
る
心
中
言
の
引
用
以
外
の
、
す
べ
て
の
発
話
行
動
に
つ
い
て
、
　
原
典
に
あ
る
直
接
話
法
引
用
形
式
の
中
の
引
用
動
詞
は
、
す
べ
て
引
き
写
し
　
に
「
今
昔
」
に
採
ら
れ
て
い
る
。
②
語
彙
の
対
応
に
つ
い
て
　
対
照
し
た
①
～
⑬
に
お
い
て
一
を
付
し
た
部
分
が
極
め
て
多
い
こ
と
を
見
て
も
、
大
半
の
語
彙
が
用
字
も
同
じ
く
し
て
重
な
り
合
う
。
「
極
記
」
に
存
在
す
る
直
接
話
法
引
用
形
式
は
、
語
彙
も
形
式
も
基
本
的
に
そ
の
ま
ま
利
用
し
て
「
今
昔
」
の
文
章
表
現
が
成
り
立
っ
て
い
る
。
㈹
「
今
昔
」
に
お
け
る
独
自
の
表
現
　
㈲
接
続
詞
・
指
示
語
の
添
加
　
　
①
（
此
レ
ヲ
・
而
ル
ニ
・
更
二
）
⑤
（
専
二
）
⑥
（
此
二
）
⑧
（
然
レ
バ
）
　
　
⑨
（
此
レ
ヲ
・
然
う
バ
）
⑩
（
然
レ
バ
）
　
㈲
説
明
の
補
足
・
補
充
・
解
説
（
該
当
箇
所
な
い
部
分
は
○
印
を
付
す
）
　
　
①
（
死
テ
後
何
ナ
ル
報
ヲ
カ
受
タ
ラ
ム
ー
徒
以
逝
去
。
受
生
之
庭
。
）
③
　
　
（
此
レ
ヲ
佐
ム
デ
i
O
）
⑤
（
浄
土
二
生
レ
ム
ト
願
フ
心
有
リ
、
何
ノ
可
　
　
返
キ
ー
願
生
浄
土
何
耶
）
⑦
（
生
タ
リ
シ
時
勤
ル
所
元
カ
リ
キ
ー
生
前
無
　
　
所
行
）
⑧
（
不
知
ズ
や
我
レ
ハ
往
生
ノ
因
縁
有
ル
ニ
依
テ
此
ノ
所
二
生
タ
　
　
ル
也
－
不
知
我
往
生
因
縁
乎
、
汝
ハ
法
文
ヲ
毘
シ
テ
其
ノ
義
理
ヲ
悟
テ
智
　
恵
朗
力
也
ト
云
ヘ
ド
モ
ー
○
）
⑩
（
其
ノ
事
我
レ
答
フ
ル
ニ
不
能
ズ
ー
○
、
　
阿
弥
陀
佛
－
佛
）
⑪
（
掌
ヲ
合
志
テ
ー
○
、
善
根
一
善
、
願
ク
ハ
此
レ
ヲ
　
教
へ
給
ヘ
ー
○
）
　
右
に
見
る
と
お
り
、
原
典
の
文
意
が
や
や
不
分
明
な
場
合
に
解
説
的
に
書
き
直
し
（
①
⑤
⑦
）
、
前
後
の
文
脈
か
ら
補
足
・
補
充
が
必
要
な
場
合
に
説
明
的
な
文
言
を
付
加
（
③
⑧
⑩
⑪
）
し
て
い
る
。
変
体
漢
文
の
原
典
を
逐
語
的
に
漢
字
片
仮
名
交
り
の
漢
文
訓
読
文
体
に
訓
み
下
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
細
か
く
叙
述
の
一
貫
性
が
追
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
㈲
地
の
文
の
表
現
と
の
統
一
性
　
「
今
昔
」
巻
十
五
第
一
語
の
主
人
公
は
元
興
寺
の
智
光
・
頼
光
で
あ
る
が
、
こ
の
二
人
の
人
物
の
取
り
扱
い
方
が
、
原
典
と
異
な
っ
て
い
る
。
原
典
「
極
記
」
は
昌
頭
の
人
物
紹
介
に
お
い
て
も
頼
光
に
の
み
光
を
あ
て
て
、
智
光
は
単
な
る
狂
言
廻
し
（
質
問
者
・
夢
見
る
人
）
で
あ
る
の
に
対
し
て
「
今
昔
」
で
は
題
名
ど
お
り
二
人
の
人
物
を
共
に
往
生
人
と
し
て
対
等
に
描
写
し
、
二
人
の
個
性
の
違
い
を
昌
頭
か
ら
書
き
分
け
よ
う
と
す
る
。
　
原
典
の
「
頼
光
及
碁
年
與
人
不
語
。
似
有
所
失
。
」
に
該
当
す
る
部
分
の
「
今
昔
」
の
文
章
は
次
の
よ
う
に
二
人
を
対
比
的
に
描
く
。
．
　
　
頼
光
漸
ク
老
二
至
ル
マ
デ
解
怠
ニ
シ
テ
學
問
ヲ
モ
不
為
ズ
、
物
言
フ
事
　
　
モ
元
ク
シ
テ
常
二
寝
タ
リ
ケ
リ
。
　
　
智
光
ハ
心
二
智
ノ
深
ク
シ
テ
惣
二
學
問
ヲ
好
テ
止
事
元
キ
學
生
ト
成
　
　
ヌ
。
　
原
典
「
似
有
所
失
」
に
対
し
て
「
今
昔
」
は
「
常
二
寝
タ
リ
ケ
リ
」
と
い
う
わ
か
り
や
す
い
表
現
に
改
め
て
い
る
。
そ
れ
に
か
か
わ
っ
て
直
接
話
法
引
用
形
式
の
内
部
に
も
細
か
く
改
変
の
筆
が
及
ん
で
い
る
。
①
（
学
問
不
為
ズ
シ
テ
常
二
寝
タ
リ
キ
ー
無
行
法
）
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
形
式
山
　
　
口
　
　
康
　
　
子
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⑧
（
他
ノ
思
ヒ
元
ク
シ
テ
静
カ
ニ
寝
タ
リ
シ
也
1
0
）
　
　
右
の
二
つ
の
直
接
話
法
引
用
文
は
、
巻
頭
の
地
の
文
に
対
応
し
て
い
る
こ
　
と
明
ら
か
で
、
単
に
原
典
「
極
々
」
の
歪
み
下
し
と
断
じ
る
こ
と
は
、
は
ば
　
か
ら
れ
よ
う
。
　
㈹
付
加
さ
れ
た
直
接
話
法
引
用
文
　
　
先
に
概
観
し
た
と
お
り
、
「
今
昔
」
に
お
い
て
単
独
に
付
加
さ
れ
た
直
接
　
話
法
引
用
文
は
、
心
中
言
の
引
用
文
②
が
見
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
　
そ
の
直
前
の
直
接
話
法
引
用
文
に
相
当
す
る
原
典
の
文
中
に
「
民
生
之
塵
」
　
と
い
う
文
言
が
存
す
る
の
を
受
け
て
、
当
該
文
言
が
「
今
昔
」
に
お
い
て
は
　
異
な
る
文
脈
の
中
で
、
と
ら
え
ら
れ
た
こ
と
に
見
合
う
付
加
と
考
え
ら
れ
る
。
ω
「
今
昔
」
に
お
い
て
省
筆
さ
れ
て
い
る
表
現
　
　
こ
れ
は
①
～
⑬
の
中
で
⑧
の
中
に
一
箇
所
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
此
レ
ヲ
深
ク
思
ヒ
シ
ニ
依
テ
物
詣
フ
謬
言
カ
リ
キ
（
今
昔
）
　（
　
情
而
思
之
。
知
不
容
易
。
宗
論
捨
人
事
絶
言
語
。
（
極
記
）
　
　
一
の
部
分
の
「
極
記
」
の
文
章
は
「
今
昔
」
に
該
当
部
分
が
な
く
、
原
典
の
記
述
を
「
今
昔
」
に
お
い
て
省
筆
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
往
生
の
容
易
な
ら
ざ
る
こ
と
を
知
っ
て
、
人
事
を
捨
て
る
と
い
う
頼
光
の
往
生
人
と
し
て
の
覚
悟
の
ほ
ど
と
往
生
の
き
び
し
さ
を
い
う
部
分
が
欠
落
す
る
こ
と
に
よ
り
、
「
今
昔
」
に
お
い
て
は
、
智
光
・
頼
光
と
二
人
の
人
物
の
併
立
と
い
う
面
が
強
く
な
り
、
冒
頭
の
人
物
紹
介
の
姿
勢
と
呼
応
す
る
省
筆
と
い
え
る
。
　
以
上
、
「
今
昔
」
と
「
極
記
」
の
直
接
話
法
引
用
文
を
、
第
一
語
－
第
一
〇
話
の
対
照
を
例
に
考
察
し
た
。
他
の
二
七
話
に
つ
い
て
も
同
様
の
検
討
を
重
ね
　
　
　
は
ら
ね
た
結
果
、
個
々
の
説
話
に
お
い
て
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
概
し
て
い
え
ば
、
本
国
に
よ
っ
て
示
し
た
傾
向
に
大
む
ね
一
致
す
る
。
　
　
　
　
　
　
四
、
「
今
昔
」
「
験
記
」
の
比
較
　
次
に
B
群
計
一
〇
話
を
検
討
す
る
。
前
項
と
同
様
に
ま
ず
本
文
を
対
比
し
て
提
示
し
、
つ
い
で
直
接
話
法
引
用
文
を
対
応
し
て
考
察
す
る
。
美
濃
国
僧
宝
延
往
生
語
第
三
十
第
九
十
四
沙
彌
薬
延
、
今
昔
、
比
叡
ノ
山
ノ
無
動
寺
二
聖
人
有
ヶ
リ
。
諸
職
シ
山
二
丁
テ
出
家
シ
テ
、
師
二
随
テ
顕
爵
ノ
法
ヲ
學
プ
ニ
、
皆
、
沙
彌
熱
性
。
美
濃
工
人
也
。
時
無
中
寺
有
一
聖
人
。
其
ノ
道
二
達
レ
リ
。
亦
、
道
心
深
”
シ
後
世
ヲ
恐
ル
心
有
リ
。
顕
道
石
習
。
亦
有
道
心
。
而
ル
ニ
、
事
ノ
縁
有
ル
ニ
依
テ
、
美
濃
ノ
國
二
下
ル
間
、
日
暮
レ
テ
道
ノ
邊
二
有
ル
人
ノ
家
二
借
宿
ヌ
。
其
ノ
家
ノ
主
有
事
縁
故
。
下
向
美
乃
。
虚
実
邊
舎
。
見
其
三
主
。
ヲ
見
レ
バ
、
形
、
法
師
也
ト
云
私
下
僧
二
非
ズ
、
頭
ノ
髪
ハ
ニ
寸
許
二
生
ジ
テ
、
俗
ノ
水
干
袴
ヲ
主
監
リ
。
亦
、
狩
・
　
　
　
　
　
　
　
O
漁
ヲ
役
升
シ
魚
鳥
ヲ
食
艸
馳
聖
人
、
此
レ
ブ
見
テ
、
此
ノ
家
一
宿
ヶ
ル
事
悔
フ
ト
云
東
下
①
「
夜
中
二
可
出
キ
事
二
非
ズ
。
三
態
法
師
。
作
法
非
僧
。
頭
髪
二
寸
。
著
俗
衣
服
。
田
猟
漁
捕
。
食
完
敷
鳥
。
狼
籍
不
善
。
宛
男
爵
縛
。
其
ノ
夜
ヲ
暁
附
ム
」
思
テ
有
ル
ニ
、
夜
半
過
ル
程
二
、
此
ノ
家
主
ノ
法
師
、
起
テ
、
沐
浴
シ
テ
浄
キ
衣
ヲ
着
テ
、
後
ノ
方
聖
人
見
此
。
心
生
怖
畏
。
悔
恨
卓
論
焉
。
唖
蝉
比
丘
。
ノ
戸
ヨ
リ
出
ヌ
。
②
「
何
へ
行
砂
ゾ
」
思
テ
、
尻
二
立
テ
伺
ヒ
見
レ
バ
、
小
サ
キ
屋
有
リ
、
持
母
堂
也
ヶ
リ
。
其
レ
寺
入
ヌ
、
夜
半
起
源
。
沐
浴
身
豊
。
著
清
浄
衣
。
往
後
園
中
q
火
ヲ
打
テ
、
御
明
ヲ
燈
シ
香
二
付
ヶ
テ
、
念
珠
ヲ
灘
テ
佛
ヲ
礼
拝
秒
先
ヅ
戯
法
ヲ
行
フ
。
次
二
法
花
経
ヲ
論
ス
、
一
部
入
持
佛
堂
。
最
初
修
行
法
華
餓
法
。
語
路
誓
願
諦
ヲ
諦
シ
畢
ル
ニ
夜
蹉
ヌ
。
其
ノ
後
、
弥
陀
ノ
念
佛
ヲ
唱
フ
。
聖
人
、
此
レ
ヲ
聞
ク
ニ
、
③
「
奇
異
也
」
ト
思
テ
、
本
ノ
所
二
返
ヌ
。
　
巳
時
鳳
至
テ
持
佛
堂
ヲ
出
ヌ
、
聖
人
ノ
所
二
至
テ
云
ク
、
④
「
弟
子
藥
延
、
罪
業
二
依
テ
敦
生
ヲ
宗
升
シ
、
葱
ノ
心
元
シ
ト
云
私
無
偏
二
心
ヲ
至
シ
テ
法
花
経
ヲ
諦
シ
、
弥
陀
ノ
念
佛
ヲ
唱
テ
、
極
樂
二
往
生
彙
事
ヲ
願
フ
。
此
レ
ニ
依
テ
、
比
年
某
月
某
日
、
必
ズ
極
樂
二
往
生
薙
肱
ト
聖
人
、
機
縁
深
ク
在
膨
今
、
此
ノ
家
早
来
リ
宿
り
給
。
必
ズ
其
ノ
期
二
結
縁
シ
給
へ
」
ト
。
聖
人
、
藥
延
が
言
ヲ
聞
ク
ト
云
私
ド
難
信
シ
。
⑤
「
法
花
経
ヲ
諦
シ
、
念
佛
ヲ
唱
フ
ル
、
此
レ
元
限
キ
功
徳
也
ト
云
私
下
魚
ヲ
捕
り
鳥
ヲ
敏
ス
、
此
レ
極
メ
テ
重
キ
罪
障
也
。
何
ゾ
、
如
此
ノ
罪
ヲ
黒
犬
一
フ
、
忽
二
極
樂
二
往
生
ス
ル
事
有
塚
此
レ
、
只
云
フ
事
書
」
思
テ
、
無
動
寺
二
返
ヌ
。
　
其
ノ
後
、
年
来
ヲ
経
テ
、
聖
人
、
彼
ノ
美
濃
ノ
國
　
㌃
市
島
が
契
シ
事
共
皆
忘
ル
』
ヶ
而
ル
間
、
聖
人
ノ
夢
二
⑤
「
東
ノ
方
ヨ
リ
紫
雲
饗
テ
聖
人
ノ
房
二
近
付
キ
、
音
樂
ノ
音
遣
二
子
リ
。
雲
ノ
中
二
音
有
テ
、
聖
人
二
告
テ
云
ク
、
⑤
『
沙
弥
藥
延
、
今
日
、
極
樂
ノ
迎
ヘ
ヲ
得
、
往
生
ス
ル
也
。
先
年
二
契
リ
申
シ
事
慌
結
縁
不
忘
朔
ッ
今
、
来
テ
告
ゲ
申
ス
也
』
」
ト
。
驚
キ
畳
テ
後
、
聖
人
、
涙
ヲ
流
シ
テ
、
泣
≧
ク
礼
拝
シ
テ
悲
ビ
貴
写
　
聖
人
ノ
語
ル
ヲ
聞
ク
人
、
皆
、
悲
ビ
不
貴
ズ
ト
云
フ
事
元
肋
旬
ヶ
比
ノ
事
□
承
平
ノ
比
ノ
垂
込
堕
　
其
ノ
後
、
傅
へ
聞
ク
ニ
、
彼
ノ
藥
延
が
死
タ
ル
時
、
違
事
元
”
計
語
リ
傅
恥
タ
ト
ヤ
。
法
花
経
。
至
子
天
曉
。
一
部
諦
詑
。
乃
至
夜
明
。
及
干
巳
時
。
念
佛
観
行
。
詳
覧
不
退
。
至
聖
人
言
。
④
「
沙
彌
藥
延
。
依
罪
業
力
。
難
行
敦
生
写
放
破
戒
無
漸
。
偏
生
馬
力
。
諦
法
華
経
。
以
其
年
月
。
童
生
極
樂
。
聖
人
有
縁
。
來
宿
此
舎
。
国
津
結
縁
云
々
」
。
聖
人
上
聞
沙
彌
之
語
。
不
生
堅
信
。
⑤
「
讃
論
法
華
経
。
錐
信
貴
勤
。
感
量
害
鳥
。
津
津
重
罪
。
何
得
往
生
」
。
有
無
下
寺
。
経
裏
年
。
全
忘
藥
延
往
生
心
事
。
愛
天
冠
雲
。
頻
事
忌
聲
。
從
東
方
吐
紫
雲
。
遙
讐
西
方
。
紫
雲
垂
布
。
近
覆
上
人
房
。
空
中
有
害
。
　
㊨
「
沙
彌
藥
延
。
今
日
往
生
極
樂
世
界
。
先
年
謡
言
。
結
縁
不
忘
。
今
所
奉
告
云
々
」
。
聖
人
驚
骸
。
流
不
遜
涙
。
禮
拝
讃
嘆
。
承
平
年
中
事
　
。
9
　
「
今
昔
」
第
三
十
語
に
は
①
～
⑤
の
直
接
話
法
引
用
文
が
あ
る
。
更
に
夢
の
引
用
④
と
そ
の
内
部
に
二
重
引
用
，
⑤
が
含
み
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
を
加
え
て
、
全
体
で
計
七
例
の
直
接
話
法
引
用
形
式
が
見
ら
れ
る
。
郭
話
の
場
合
は
、
夢
の
引
用
も
他
の
直
接
話
法
引
用
と
同
様
な
引
用
形
式
で
あ
る
か
ら
、
計
七
例
を
合
わ
せ
対
比
し
て
み
る
。
①
・
「
夜
中
二
可
出
キ
事
二
恩
ズ
。
其
ノ
夜
ヲ
暁
サ
ム
」
ト
思
テ
有
ル
ニ
（
今
　
昔
）
　
・
該
当
箇
所
な
し
（
験
記
）
②
・
「
何
へ
行
ク
ゾ
」
ト
思
テ
（
今
昔
）
　
・
該
当
箇
所
な
し
（
験
記
）
③
・
「
奇
異
也
」
ト
思
テ
（
今
昔
）
　
・
該
当
箇
所
な
し
（
験
記
）
④
・
聖
人
ノ
所
望
至
テ
云
ク
「
弟
子
藥
延
罪
業
二
依
テ
蕪
骨
ヲ
宗
ト
シ
テ
葱
ノ
　
　
心
元
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
、
偏
二
心
ヲ
至
シ
テ
法
花
経
ヲ
調
シ
、
弥
陀
ノ
念
佛
　
　
ヲ
唱
テ
極
楽
二
往
生
セ
ム
事
ヲ
願
フ
。
此
レ
ニ
依
テ
某
年
某
月
某
日
、
釧
　
　
ズ
極
楽
二
往
生
セ
ム
ト
ス
。
聖
人
機
縁
深
ク
在
マ
シ
テ
今
此
ノ
家
二
来
リ
　
　
宿
り
給
。
必
ズ
其
ノ
期
二
結
縁
シ
給
へ
」
ト
。
（
今
昔
）
　
・
対
聖
人
言
「
沙
彌
藥
延
。
依
罪
業
力
。
難
行
敏
生
二
六
破
戒
無
届
。
偏
生
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
形
式
山
　
　
口
　
　
康
　
　
子
10
　
　
信
力
。
諦
法
華
経
。
以
其
年
月
。
必
生
極
楽
。
聖
人
有
縁
。
來
唖
聾
舎
。
　
　
黙
思
結
縁
云
々
。
」
（
験
記
）
⑤
・
「
法
花
経
ヲ
諦
シ
念
佛
ヲ
唱
フ
ル
、
此
レ
元
限
キ
功
徳
也
ト
云
ヘ
ド
モ
、
　
　
魚
ヲ
捕
り
鳥
ヲ
敏
ス
、
此
レ
極
メ
テ
重
キ
罪
障
也
。
何
ゾ
如
此
ノ
罪
ヲ
造
　
　
乍
ラ
腰
迎
極
楽
二
往
生
ス
ル
事
有
ラ
ム
ヤ
。
此
レ
墨
画
フ
事
ゾ
」
ト
思
テ
　
　
　
（
今
昔
）
　
・
「
讃
諦
法
華
経
。
錐
是
貴
勤
。
致
鹿
害
鳥
。
是
深
重
罪
。
鑑
査
往
生
。
」
（
験
　
　
記
）
⑤
・
聖
人
ノ
夢
二
「
東
方
ヨ
リ
紫
雲
讐
テ
聖
人
ノ
房
二
近
付
キ
音
楽
ノ
音
空
二
　
　
有
り
。
雲
ノ
中
二
音
有
テ
聖
人
二
告
テ
云
ク
，
⑤
『
沙
弥
藥
延
、
今
日
極
　
　
楽
ノ
迎
ヘ
ヲ
得
、
往
生
ス
ル
也
。
先
年
二
契
リ
申
シ
事
ナ
ル
ハ
、
結
縁
不
　
　
忘
ズ
シ
テ
今
来
テ
告
ゲ
申
ス
也
』
」
ト
。
（
今
昔
）
　
・
愛
受
認
雲
。
頻
有
楽
声
。
從
東
方
吐
紫
雲
。
遙
饗
西
方
。
紫
雲
雪
布
。
近
　
　
覆
上
人
房
。
空
中
有
声
。
沙
弥
藥
延
。
今
日
往
生
極
楽
世
界
。
先
年
里
言
。
　
　
結
縁
不
忘
。
馬
所
奉
告
云
々
。
（
験
記
）
　
こ
の
計
七
例
の
直
接
話
法
引
用
文
を
検
討
す
る
と
、
「
今
昔
」
編
述
者
は
「
法
華
験
記
」
の
変
体
漢
文
を
か
な
り
大
巾
に
書
き
改
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
具
体
的
に
検
討
し
、
大
よ
そ
の
傾
向
を
と
ら
え
よ
う
。
ω
引
用
動
詞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
，
　
㈲
「
今
昔
」
　
・
「
験
記
」
が
一
致
す
る
例
　
　
④
（
云
ク
⊥
言
）
　
㈲
「
今
昔
」
に
の
み
引
用
動
詞
の
あ
る
例
（
○
印
、
該
当
例
な
し
）
　
　
①
（
～
ト
思
テ
ー
○
）
②
（
～
ト
思
テ
ー
○
）
③
（
～
ト
思
テ
ー
○
）
　
　
⑤
（
～
ト
思
テ
ー
○
）
⑤
（
夢
二
～
ト
ー
○
）
　
，
⑤
（
告
テ
云
ク
ー
○
）
　
　
本
話
の
場
合
、
発
話
行
為
が
示
さ
れ
て
い
る
直
接
話
法
引
用
文
の
唯
一
の
　
例
④
は
、
原
典
に
拠
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
心
中
言
お
よ
び
夢
の
引
用
　
に
お
い
て
は
、
原
典
に
は
い
ず
れ
も
引
用
動
詞
が
な
く
、
直
接
話
法
引
用
形
　
式
と
は
判
断
で
き
な
い
。
原
典
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
、
主
人
公
藥
延
の
挙
　
動
に
不
審
と
恐
怖
を
覚
え
た
無
動
寺
の
聖
人
の
心
事
を
直
接
話
法
引
用
形
式
　
を
用
い
て
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
説
話
の
展
開
を
自
然
に
し
て
い
る
。
事
件
・
　
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
聖
人
の
夢
に
藥
延
が
あ
ら
わ
れ
て
往
生
を
予
告
す
る
こ
　
と
も
、
「
験
記
」
に
お
い
て
は
夢
告
で
は
な
く
、
現
実
に
空
中
に
声
あ
っ
て
　
知
ら
さ
れ
た
如
く
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
今
昔
」
編
述
者
は
、
原
典
「
験
記
」
　
の
行
文
を
利
用
し
つ
つ
も
、
独
自
の
文
体
に
統
一
し
て
直
接
話
法
引
用
文
を
　
十
分
に
活
用
し
て
い
る
。
②
語
彙
の
対
応
に
つ
い
て
　
　
該
当
部
分
が
欠
落
し
て
い
る
①
②
③
は
別
と
し
て
、
④
⑤
⑤
に
つ
い
て
は
　
大
よ
そ
を
い
え
ば
、
両
者
の
語
彙
は
一
応
対
応
し
て
い
る
。
原
典
「
験
記
」
　
の
行
文
に
従
っ
て
訓
み
下
し
て
い
る
が
、
そ
の
姿
勢
は
忠
実
一
方
の
訓
み
下
　
し
と
い
う
よ
り
も
、
原
典
の
用
語
は
そ
の
ま
ま
活
か
し
な
が
ら
、
説
明
を
補
　
い
、
漢
語
を
や
わ
ら
げ
て
い
る
。
㈹
「
今
昔
」
に
お
け
る
独
自
の
表
現
　
㈲
表
現
の
補
足
・
言
い
換
え
・
や
わ
ら
げ
　
　
④
（
敦
生
ヲ
宗
ト
シ
テ
葱
ノ
心
元
シ
ト
云
ヘ
ド
モ
ー
荒
行
致
生
逸
放
破
戒
　
　
無
漸
、
偏
二
心
ヲ
至
シ
テ
ー
偏
生
信
力
、
弥
陀
ノ
念
望
ヲ
唱
テ
極
楽
二
往
　
　
生
セ
ム
事
ヲ
願
フ
ー
○
、
此
レ
ニ
依
テ
某
年
某
月
某
日
－
以
其
年
月
、
機
　
　
縁
深
ク
在
マ
シ
テ
ー
有
縁
、
必
ズ
其
ノ
期
二
結
縁
シ
給
へ
1
必
可
結
縁
）
　
　
⑤
（
法
花
経
ヲ
諦
シ
甲
介
ヲ
唱
フ
ル
ー
讃
謂
法
華
経
、
此
レ
元
限
キ
功
徳
　
　
也
ト
云
ヘ
ド
モ
ー
難
是
貴
臣
、
魚
ヲ
捕
り
鳥
ヲ
敦
ス
ー
敦
鹿
害
鳥
、
何
ゾ
　
如
此
ノ
罪
ヲ
造
乍
ラ
忽
二
極
楽
園
往
生
ス
ル
事
有
ラ
ム
ヤ
。
此
レ
只
云
フ
　
事
ゾ
ー
何
得
往
生
）
　
，
⑤
（
今
日
極
楽
ノ
迎
ヘ
ヲ
得
往
生
ス
ル
也
－
今
日
　
往
生
極
楽
世
界
）
　
全
体
に
細
か
く
補
充
・
言
い
換
え
の
筆
が
入
っ
て
い
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
前
項
「
極
記
」
の
場
合
に
比
し
、
補
筆
の
き
め
が
細
か
く
、
表
現
の
全
体
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
㈲
付
加
さ
れ
た
直
接
話
法
引
用
文
　
原
典
「
験
記
」
に
は
無
く
、
「
今
昔
」
で
独
自
に
付
加
し
て
い
る
直
接
話
法
引
用
文
は
①
②
③
の
計
三
例
を
見
る
。
い
ず
れ
も
心
中
言
の
引
用
で
、
こ
れ
は
前
項
「
極
記
」
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
無
動
寺
の
聖
人
の
行
動
の
裏
打
と
し
て
の
思
惟
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
原
典
に
描
か
れ
て
い
る
行
為
の
み
を
記
す
の
で
は
な
く
、
背
景
と
な
る
判
断
の
過
程
を
も
言
表
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
件
の
推
移
は
よ
り
滑
ら
か
に
展
開
す
る
。
説
話
の
迫
真
性
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
付
加
で
あ
る
。
　
以
上
、
「
今
昔
」
と
「
験
記
」
の
直
接
話
法
引
用
文
を
、
第
三
十
語
－
第
九
十
四
話
の
対
照
を
例
に
考
察
し
た
。
他
の
計
九
話
に
つ
い
て
も
同
様
の
手
順
に
よ
っ
て
そ
の
傾
向
を
見
る
と
、
ほ
ぼ
本
心
と
一
致
す
る
。
前
項
「
極
記
」
を
原
拠
と
す
る
計
二
八
話
の
傾
向
に
比
し
て
、
こ
の
項
で
扱
う
計
一
〇
話
は
、
全
体
と
し
て
直
接
話
法
引
用
文
も
少
な
め
で
あ
る
上
、
原
典
の
文
章
を
活
か
し
な
が
ら
も
、
き
め
細
か
い
補
筆
・
言
い
換
え
に
よ
っ
て
、
原
典
に
基
づ
く
引
用
文
の
表
現
も
自
然
な
流
動
性
の
あ
る
も
の
に
変
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
五
、
「
今
昔
」
「
霊
迎
」
「
験
記
」
共
通
話
の
比
較
　
三
書
に
共
通
す
る
C
群
は
、
「
今
昔
」
の
説
話
番
号
で
1
9
・
2
1
・
3
4
・
4
2
・
44
ﾌ
計
五
語
で
あ
る
が
、
こ
の
群
の
「
今
昔
」
本
文
は
、
直
接
話
法
引
用
形
式
の
観
点
か
ら
は
各
々
著
し
い
特
色
を
有
す
る
。
第
十
九
語
（
陸
奥
国
小
松
寺
僧
玄
海
）
・
第
二
十
一
語
（
大
日
寺
僧
広
道
）
の
二
話
の
直
接
話
法
引
用
形
式
は
、
夢
の
引
用
が
二
重
引
用
を
含
み
こ
ん
で
長
文
に
及
ん
で
い
る
他
に
は
、
第
十
九
語
に
二
例
、
第
二
十
一
語
に
一
例
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
第
三
十
四
語
（
高
階
良
臣
）
に
は
末
尾
注
文
の
中
に
「
奇
異
也
」
の
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
り
、
第
四
十
四
語
（
伊
唐
国
越
智
益
躬
）
に
は
直
接
話
法
が
一
例
も
見
出
せ
な
い
。
前
二
話
に
つ
い
て
は
「
極
心
」
「
験
記
」
い
ず
れ
に
も
「
夢
」
と
い
う
引
用
動
詞
に
当
た
る
語
が
存
在
し
、
後
二
話
に
つ
い
て
は
、
原
典
二
書
い
ず
れ
に
も
直
接
話
法
引
用
文
は
な
い
。
そ
の
点
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
四
話
は
、
原
典
の
文
章
表
現
に
忠
実
と
い
え
よ
う
。
　
残
る
一
話
は
、
直
接
話
法
引
用
文
の
多
い
文
章
で
、
原
典
と
の
懸
隔
も
大
き
い
。
本
文
を
対
照
し
て
示
そ
う
。
11
義
孝
小
将
往
生
語
路
柵
三
極
悪
第
三
十
四
話
・
験
記
第
百
三
話
今
昔
、
一
條
ノ
掻
政
殿
ト
申
ス
人
妻
ヶ
り
。
其
ノ
御
子
二
、
兄
ハ
右
近
少
将
學
賢
ト
云
フ
、
弟
ヲ
バ
、
左
近
ノ
小
将
（
右
近
衛
少
童
藤
原
義
孝
。
太
政
大
臣
贈
正
一
位
謙
徳
公
第
四
子
也
。
深
蹄
二
佛
法
一
終
業
二
男
睨
3
勤
王
之
間
諦
二
法
華
経
」
天
延
二
年
秋
病
二
庖
瘡
一
而
卒
　
。
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
形
式
山
　
　
口
　
　
康
　
　
子
12
　
其
ノ
時
二
、
殿
上
人
数
有
テ
、
此
ノ
少
将
ヲ
呼
竺
行
”
㍊
物
食
ヒ
酒
飲
け
ド
シ
遊
げ
聾
鮒
ノ
塩
鱈
ヲ
備
捗
囚
パ
・
義
孝
ノ
少
将
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
不
食
殊
シ
云
ク
、
①
「
母
が
肉
村
二
子
ヲ
敢
舘
影
食
淋
払
三
態
テ
、
目
二
重
ヲ
浮
べ
テ
立
テ
去
㌃
ル
人
≧
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
謄
ノ
味
モ
失
テ
ゾ
有
ヶ
ル
。
此
様
知
シ
魚
鳥
ヲ
食
フ
事
元
効
凋
・
況
や
、
自
フ
楽
生
ス
ル
事
ハ
永
ク
元
効
凋
・
只
、
公
事
ノ
陳
．
ノ
常
一
法
花
経
ヲ
諦
シ
、
弥
陀
ノ
念
佛
ヲ
唱
い
筆
　
而
ル
間
、
天
延
二
年
卜
云
フ
年
ノ
秋
比
、
世
ノ
中
二
庖
瘡
ト
云
フ
病
薮
テ
、
極
テ
早
川
一
腰
M
有
明
ノ
月
ノ
極
テ
明
励
リ
ヶ
夜
、
弘
徽
殿
ノ
細
殿
二
女
房
二
一
二
人
皇
居
テ
物
語
耐
ド
ス
間
、
義
孝
ノ
少
将
、
壷
装
束
［
］
知
功
二
殿
上
ノ
方
ヨ
リ
来
ニ
ャ
有
一
フ
ム
、
細
殿
低
率
テ
女
房
ト
物
語
ス
ル
様
、
現
ハ
ニ
故
有
陽
ム
見
エ
テ
、
窯
元
キ
事
ヲ
云
フ
芝
付
テ
モ
②
「
道
心
有
明
効
ナ
」
思
琴
夜
漸
ク
深
更
叡
ッ
少
将
、
詩
聖
へ
行
ヌ
、
応
酬
ハ
小
舎
人
童
、
只
一
人
ゾ
有
ヶ
ル
。
北
ノ
陳
漸
ク
行
ク
程
二
、
方
便
品
ノ
比
丘
偶
ヲ
ゾ
極
テ
貴
ク
訥
弛
行
ヶ
ル
。
細
殿
二
二
ル
女
房
共
、
此
レ
ヲ
聞
テ
、
③
「
此
ノ
君
ハ
道
心
深
キ
人
け
ソ
何
チ
行
砂
ラ
ム
」
思
テ
、
侍
ヲ
呼
テ
、
④
「
此
ノ
少
将
ノ
行
ヵ
ム
方
見
テ
、
返
来
弛
」
ト
遣
レ
バ
、
侍
、
少
将
ノ
後
二
立
テ
行
ク
ニ
、
小
将
、
土
御
門
ヨ
リ
出
テ
、
大
宮
登
リ
行
テ
、
世
尊
寺
ノ
東
ノ
門
ヨ
リ
入
テ
、
東
ノ
垂
ノ
前
二
紅
梅
ノ
木
ノ
有
ル
下
二
立
一
ア
、
西
二
向
一
ア
、
⑤
「
南
元
西
方
極
樂
阿
弥
陀
佛
命
終
決
定
往
生
極
樂
」
ト
礼
拝
”
夢
板
敷
二
上
ヶ
ル
。
侍
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
小
舎
人
童
二
寄
テ
、
⑥
「
例
モ
此
ク
や
礼
拝
シ
給
フ
」
ト
問
酵
ッ
童
、
⑦
「
人
ノ
不
見
ヌ
時
ハ
、
例
モ
必
ズ
此
躍
ナ
礼
拝
シ
給
力
」
ト
苔
胚
％
侍
、
返
テ
此
ノ
由
ヲ
語
酵
▽
女
房
共
、
此
レ
ヲ
聞
テ
極
テ
哀
卿
卿
旬
　
而
ル
間
、
其
ノ
次
ノ
日
ヨ
リ
、
小
将
、
庖
瘡
一
煩
一
、
⑧
「
内
ニ
モ
不
参
隊
」
ナ
云
ヶ
ル
二
二
、
兄
ノ
學
賢
ノ
小
将
モ
同
ジ
ク
煩
テ
、
寝
殿
ノ
西
・
東
二
臥
赫
ナ
共
二
煩
牝
％
母
上
ハ
中
二
立
堕
行
テ
見
給
舵
％
兄
ノ
少
将
ハ
只
三
日
重
ク
成
テ
失
等
レ
枕
ナ
ド
賛
へ
一
ア
、
例
ノ
失
タ
ル
人
ノ
如
ク
葬
”
サ
然
レ
バ
、
弟
ノ
小
将
ノ
煩
フ
方
二
、
母
ハ
涙
．
ア
ゾ
歎
ギ
悲
麗
％
其
ノ
病
、
亦
、
極
テ
重
博
見
給
ヶ
ル
程
二
、
少
将
、
音
ヲ
畢
テ
方
便
品
ヲ
諦
甥
・
半
許
論
航
程
失
陽
其
ノ
間
、
艶
葭
剃
．
香
、
其
ノ
所
．
満
捗
凋
。
　
然
レ
バ
、
⑨
「
一
度
二
二
人
ノ
子
ヲ
失
ヒ
テ
見
給
北
ヶ
母
ノ
御
心
何
官
有
ヶ
ム
，
父
ノ
擾
政
殿
御
叡
附
マ
シ
何
許
思
シ
歎
防
弛
シ
」
人
云
ヶ
ル
。
　
其
ノ
後
、
三
日
ヲ
経
テ
、
母
ノ
御
夢
二
⑤
「
兄
ノ
小
将
、
中
門
ノ
三
二
立
テ
極
ク
泣
ク
。
母
、
毫
ノ
角
蝉
シ
此
レ
ヲ
見
テ
、
㊨
「
何
ド
不
入
給
畝
》
此
ク
ハ
泣
キ
給
汐
ゾ
」
問
ヒ
給
比
酢
少
将
、
　
，
⑤
「
参
D
払
思
出
下
不
参
得
ヌ
也
。
我
レ
、
閻
魔
王
ノ
御
前
務
シ
罪
二
被
勘
秘
⑦
「
此
レ
ハ
未
ダ
命
遠
効
卿
速
二
可
免
㌣
ト
被
免
卿
レ
返
来
輪
台
悉
テ
、
枕
ヲ
被
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
命
終
之
時
剋
謂
二
方
便
品
一
具
絶
之
後
異
香
満
レ
室
。
同
府
亜
相
藤
原
高
遠
。
同
士
二
三
省
一
相
友
善
　
。
義
孝
卒
後
不
レ
幾
。
夢
裏
相
伴
宛
如
二
平
生
。
便
詠
二
一
句
詩
一
司
其
詩
界
。
　
昔
契
蓬
莱
宮
倒
月
。
今
遊
極
樂
界
中
風
調
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
極
記
）
　
　
　
第
百
三
右
近
中
藍
藤
原
義
孝
右
近
中
將
藤
原
義
孝
。
太
政
大
臣
贈
正
一
位
謙
徳
公
第
四
子
也
。
深
蹄
佛
法
。
終
講
輩
脛
。
勤
王
之
間
。
諦
法
華
経
。
天
延
二
年
秋
。
病
庖
瘡
而
卒
　
。
命
終
之
間
。
諦
方
便
品
。
氣
絶
之
後
。
異
香
満
室
。
同
府
亜
將
藤
原
高
遠
。
同
輩
禁
省
。
相
友
善
　
。
義
孝
直
後
不
幾
。
夢
。
相
伴
宛
如
平
生
。
下
品
一
句
詩
言
。
諸
将
蓬
莱
宮
裏
月
。
今
遊
具
下
界
中
風
　
。
（
験
記
）
賛
㌻
レ
魂
ノ
入
ル
方
ノ
違
テ
、
活
ル
事
ヲ
不
得
獄
シ
迷
ヒ
行
ク
也
。
声
誉
キ
態
枕
サ
馬
込
ル
」
ト
恨
タ
ル
当
面
閉
講
ク
」
ト
見
ル
程
二
、
夢
畳
ヌ
。
母
、
夢
畳
テ
後
、
思
劫
ヶ
事
何
許
也
ヶ
ム
。
　
　
　
　
　
　
　
－
　
亦
、
其
ノ
時
二
右
近
ノ
中
将
藤
原
ノ
高
遠
ト
云
フ
人
有
ヶ
リ
、
義
孝
ノ
小
将
ト
得
意
寿
有
務
夢
．
⑤
「
故
義
孝
ノ
小
将
二
値
ヌ
。
高
遠
ノ
中
将
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
極
テ
喜
ク
思
テ
、
　
㊨
「
君
玉
器
コ
ニ
御
世
㌦
ト
問
”
バ
・
義
孝
ノ
小
将
、
誉
テ
云
ク
、
　
”
⑤
昔
，
契
、
蓮
莱
ノ
宮
ノ
裏
ノ
月
．
、
今
・
遊
、
極
十
界
ノ
中
ノ
風
．
ト
云
テ
、
掻
消
ッ
様
二
失
ヌ
」
ト
見
テ
、
夢
畳
ヌ
。
其
ノ
後
チ
、
高
遠
ノ
中
将
、
此
ノ
文
ヲ
書
付
テ
置
”
サ
此
レ
ヲ
聞
ク
人
、
⑩
「
道
心
有
ル
人
ハ
、
後
ノ
世
ノ
事
ハ
愚
錫
艇
シ
」
云
テ
、
讃
メ
貴
鰐
　
小
将
、
生
汐
リ
時
モ
、
身
ノ
才
有
テ
文
ヲ
吉
ク
作
席
夢
ノ
内
二
作
タ
ル
文
モ
微
妙
キ
物
家
建
有
ル
。
夢
二
極
流
二
遊
ブ
ト
告
詔
聾
亦
、
終
二
往
生
ノ
相
ヲ
現
ズ
、
疑
ヒ
元
キ
往
生
ノ
人
也
計
ナ
語
り
傅
い
タ
ト
ヤ
。
13
　
「
今
昔
」
第
四
十
二
語
に
は
直
接
話
法
引
用
文
が
、
①
～
⑩
の
計
1
0
例
お
よ
び
夢
の
引
用
④
⑤
、
そ
の
各
々
の
中
に
二
重
引
用
，
⑤
”
⑤
、
　
，
⑤
”
⑤
、
更
に
三
重
引
用
，
⑤
中
の
④
と
総
計
一
七
例
み
ら
れ
る
。
典
拠
は
、
「
極
記
」
第
三
十
四
話
で
あ
る
か
「
験
記
」
第
百
三
画
面
あ
る
か
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
本
文
を
比
較
し
て
み
れ
ば
、
両
書
の
本
文
は
同
一
書
の
異
本
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
酷
似
し
て
い
る
。
（
本
文
中
に
異
同
部
分
に
傍
線
を
付
し
た
が
僅
差
で
あ
る
。
）
こ
の
著
書
の
間
に
は
直
接
の
書
承
関
係
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
「
今
昔
」
と
の
関
係
を
考
え
る
の
に
あ
た
っ
て
は
、
ど
ち
ら
が
典
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
に
し
て
も
こ
の
場
合
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
　
「
今
昔
」
の
本
文
中
の
、
原
典
二
書
に
拠
る
記
述
の
部
分
に
傍
線
を
付
し
、
「
今
昔
」
独
自
の
表
現
の
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
原
典
両
書
の
記
事
は
、
「
今
昔
」
の
表
現
の
骨
子
に
は
な
っ
て
い
る
が
、
描
写
の
大
半
は
「
今
昔
」
独
自
の
も
の
と
い
え
る
。
そ
の
豊
富
さ
は
、
あ
る
い
は
他
に
披
見
し
た
出
典
が
あ
る
か
と
も
疑
え
る
。
し
か
し
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら
れ
て
い
な
い
の
で
、
一
応
「
今
昔
」
の
独
創
と
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
本
話
に
お
い
て
「
今
昔
」
編
述
者
の
創
作
性
は
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
　
直
接
話
法
引
用
文
に
関
し
て
い
え
ば
、
　
”
⑤
の
詩
句
以
外
す
べ
て
「
今
昔
」
の
独
創
に
か
か
わ
る
部
分
に
存
す
る
。
「
辛
辛
」
「
験
記
」
の
文
章
に
基
づ
い
て
書
き
進
め
て
い
っ
た
に
し
て
も
、
他
か
ら
の
知
見
1
「
大
鏡
巻
石
伊
サ
伝
」
の
他
「
七
巻
本
宝
物
集
二
」
「
九
巻
本
宝
物
集
三
」
「
江
毒
草
四
」
「
続
古
事
談
二
一
六
」
「
元
亨
奏
書
一
七
」
「
義
孝
伝
」
な
ど
に
同
血
忌
話
を
散
見
す
る
一
を
材
料
に
説
話
を
ふ
く
ら
ま
し
、
描
写
を
豊
か
に
し
て
、
表
現
に
活
気
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
中
心
は
、
詩
句
の
引
用
以
外
の
計
一
六
例
に
も
及
ぶ
直
接
話
法
引
用
文
の
存
在
に
あ
る
と
い
え
る
。
D
群
計
一
六
、
出
典
未
詳
話
の
検
討
一
話
は
、
「
極
記
」
「
験
記
」
に
共
通
話
を
持
た
な
い
。
こ
の
中
に
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
形
式
山
　
　
口
　
　
康
　
　
子
14
は
同
一
人
物
を
扱
う
説
話
は
存
す
る
が
、
文
章
内
容
か
ら
考
え
て
異
伝
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
含
め
て
い
る
。
こ
の
計
一
一
話
の
中
の
直
接
話
法
引
用
形
式
は
概
し
て
豊
富
で
あ
る
と
い
え
る
。
次
に
示
す
。
番
号
1234567891011
「
今
昔
」
題
名
・
説
話
番
号
薬
師
寺
済
源
僧
都
往
生
語
第
四
醍
醐
観
幸
入
寺
往
生
語
第
十
四
比
叡
山
僧
長
増
往
生
語
第
十
五
始
雲
林
院
菩
提
講
聖
人
往
生
語
第
升
二
始
丹
後
国
迎
講
聖
人
往
生
語
第
升
三
鎮
西
行
千
日
講
聖
人
往
生
語
第
升
四
北
山
餌
取
法
師
往
生
語
第
升
七
源
信
僧
都
母
尼
往
生
語
第
光
九
鎮
西
筑
前
国
流
浪
一
往
生
語
第
四
十
一
造
悪
業
人
厳
後
唱
念
佛
往
生
語
第
珊
七
仁
和
寺
観
峯
威
儀
師
従
童
往
生
六
三
五
十
四
直
接
話
法
引
用
文
①
～
③
、
二
重
引
用
”
①
仰
①
①①
～
⑬
、
二
重
引
用
，
⑨
”
⑨
①
～
⑩
①
～
⑭
、
二
重
引
用
”
②
，
⑧
①
～
⑰
①
～
⑩
、
夢
⑤
，
⑤
〃
⑤
①
～
⑳
、
二
重
引
用
”
②
，
③
，
⑩
，
⑮
①
～
⑦
、
①
～
⑨
、
二
重
引
用
，
③
”
③
卿
③
①
～
⑥
，
①
，
⑥
，
②
”
⑤
，
②
，
②
　
上
に
見
る
と
お
り
、
出
典
未
詳
（
「
極
記
」
「
験
記
」
に
共
通
話
を
持
た
な
い
）
説
話
群
に
お
い
て
は
、
第
十
四
語
を
除
い
て
、
い
ず
れ
も
相
当
数
の
直
接
話
法
引
用
文
を
有
し
、
説
話
の
展
開
が
会
話
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
事
例
が
多
い
。
会
話
文
を
用
い
て
場
面
の
進
展
を
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
読
者
の
臨
場
感
を
高
め
、
著
し
い
迫
真
性
と
説
得
力
を
も
た
ら
す
表
現
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
今
昔
」
編
述
者
は
、
「
雄
魂
」
「
験
記
」
の
変
体
漢
文
の
文
体
に
拘
束
さ
れ
な
い
場
合
、
よ
り
一
層
自
由
に
直
接
話
法
引
用
文
を
駆
使
し
て
、
表
現
効
果
を
高
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
七
、
結
　
以
上
、
三
～
六
に
お
い
て
、
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
文
が
、
原
典
と
み
な
さ
れ
る
「
日
本
往
生
極
楽
記
」
「
法
華
験
記
」
の
本
文
と
ど
の
よ
う
な
か
か
わ
り
が
あ
る
か
を
見
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
「
極
記
」
に
拠
る
説
話
は
基
本
的
に
は
そ
の
原
文
に
準
拠
す
る
度
合
が
高
く
大
む
ね
は
原
変
体
漢
文
の
訓
み
下
し
に
近
い
文
章
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
験
記
」
に
拠
る
説
話
は
原
文
に
準
拠
し
つ
つ
も
細
か
い
補
筆
・
言
い
換
え
を
行
な
っ
て
原
変
体
漢
文
を
や
わ
ら
げ
て
い
る
。
一
書
に
共
通
す
る
説
話
に
関
し
て
は
、
僅
か
5
話
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
原
典
の
記
述
に
忠
実
で
あ
る
傾
向
が
窺
え
る
が
、
簡
単
な
原
典
の
記
述
を
大
巾
に
ふ
く
ら
ま
し
て
活
気
の
あ
る
場
面
描
写
を
行
い
、
そ
の
際
直
接
話
法
引
用
文
を
多
用
し
て
い
る
。
「
極
記
」
「
験
記
」
両
書
の
い
ず
れ
に
も
共
通
話
を
持
た
な
い
計
＝
話
に
つ
い
て
も
、
全
体
的
に
直
接
話
法
引
用
文
を
多
用
し
た
活
気
の
あ
る
場
面
描
写
を
見
せ
て
い
る
。
　
出
典
文
献
へ
の
依
存
度
が
高
い
こ
と
を
い
わ
れ
る
巻
十
五
に
お
い
て
も
、
文
章
表
現
の
細
部
に
わ
た
っ
て
「
今
昔
物
語
集
」
編
述
者
の
創
作
意
識
が
働
き
、
統
一
的
な
文
体
を
維
持
す
る
努
力
が
払
わ
れ
て
い
る
。
原
典
の
文
言
を
踏
襲
す
る
方
法
は
、
経
典
を
は
じ
め
と
す
る
内
外
の
文
献
を
基
に
説
話
集
を
編
む
と
い
う
作
業
に
伴
う
当
然
の
営
為
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
超
え
た
文
章
表
現
に
お
い
て
「
今
昔
物
語
集
」
編
述
者
の
独
創
性
が
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
は
説
話
の
具
体
的
な
場
面
の
活
写
・
物
語
性
の
追
求
の
方
向
に
働
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
12345
●●●，
　
　
　
　
　
　
注
　
植
松
茂
『
古
代
説
話
文
学
』
（
塙
書
房
・
昭
三
九
年
）
、
原
田
行
造
「
『
本
朝
法
華
験
記
』
所
収
説
話
の
諸
特
徴
（
上
）
」
（
金
沢
大
学
教
育
学
部
紀
要
・
昭
四
八
年
＝
一
月
）
な
ど
。
　
志
村
有
弘
『
往
生
伝
研
究
序
説
－
説
話
文
学
の
一
側
面
一
』
（
桜
楓
社
二
九
七
六
年
）
。
第
二
部
第
二
章
（
6
ー
ペ
ー
ジ
以
下
）
に
従
来
の
諸
説
が
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
3
　
い
わ
ゆ
る
会
話
文
の
み
な
ら
ず
、
直
接
話
法
の
形
式
で
引
用
さ
れ
る
心
中
言
・
夢
・
古
詩
そ
の
他
も
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。
　
黒
部
通
善
「
今
昔
物
語
集
巻
十
五
考
一
作
者
の
説
話
配
列
方
法
と
そ
の
意
図
に
つ
い
て
一
」
（
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
・
昭
三
五
年
）
　
本
稿
は
全
体
的
な
検
討
結
果
を
提
示
す
る
紙
幅
の
ゆ
と
り
が
な
い
。
今
後
更
に
具
体
的
な
検
討
内
容
を
発
表
す
る
機
を
得
た
い
。
15
「
今
昔
物
語
集
」
巻
十
五
の
直
接
話
法
引
用
形
式
